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松尾研ベンチャーネットワークが各種メディアでも取り上げられる
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日本でもAIのエコシステムに挑戦する価値
はあると思います。
松尾研のビジョンは『本郷バレー構想』を実
現すること。
AIの研究者だけではなく、起業家や投資
家が連携し、シリコンバレーや中国の深圳
と並んで語られるくらいのエコシステムをつく
ることが目標です

NIKKE STYLE (2020年6月) 週刊エコノミスト(2020年1月)

大学発ベンチャーの創出数が271社と最多の東京大
学。中でも日本の人工知能研究をけん引する松尾
豊教授の研究室は創出数約10社と他を圧倒する

https://pkshatech.com/ja/
https://gunosy.co.jp/
https://acesinc.co.jp/
https://elyza.ai/
https://corp.readyfor.jp/
https://www.deepx.co.jp/
https://www.bestat-data.com/
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• 最近の松尾研卒業生はほぼ全員、進学か起業
• 大学院の当専攻に入学する半数程度の人が、将来的に起業を希望

増加する起業

Source: 日経産業新聞(2019年8月15日) 28
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高専生の可能性

四国新聞 2018年8月21日
日経産業新聞 2018年11月14日
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高専生の可能性
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• ディープラーニング（DL）の技術は、習得し活用しようとすると、カメラ、通信、チップ、アクチュエータ、

工作機械等、ハードウェアの知識が必要になる

• DLを学んだ人がハードウェアを学ぶのは時間がかかる

一方で、ハードウェアを学んだ人がDLを学ぶのは早い

• 高専は、電気・機械の技術を実践的に効率的に身につける教育制度

• 高専生がDLを身につければ、機械・電気・DLという三種の神器が揃った20歳そこそこの人材がいきなり

誕生する。世界的に見ても非常に貴重な人材。

• 実際、松尾研のなかでも高専からの編入組は優秀。手が動く。実践的。DLとの相性も抜群。

特にロボコン経験者など。

• 高専は全国で毎年１万人卒業する。高専生は分散が大きいが上位１０％くらいは間違いなく優秀。

しかし、必ずしも恵まれていない。大きな危機感がある。
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高専DCON

高専生が持つ「ものづくり」のスキルをベースに、ディープラーニングを活用したビジネスを企
図、「事業性」を競うコンテスト（最も企業評価額が大きいチームが優勝）

高専生の持つ
ものづくりスキル

ディープラーニング
を活用

事業化を
企図

事業評価

機械

電気

プログラ
ミング

Deep
Learning

Business
（事業）

J D L Aより
教育プログラム

の無償提供

先輩起業家が
メンターとして

事業化指南

ベンチャー
キャピタリスト
が評価額算定

メンター ジャッジ

本選当日

Presentation
プレゼンテーション
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